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後記 :.専 ら記憶に頼 り,事実を一つ一つ check する暇がありませんでしたので,間
違い,思い違い等があれば御許 し下さいます様御願い致します｡
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が不可能になってしまったということであったと思 う｡ しかしそこに相当額のお金 (30
























碓井 ･森 ･長岡の連名でまとめられている｡この第 1号はあとで述べるような理由で散




































九大 ･理 松 田 博 嗣
先ず ｢物性論研究｣に載せてみる｡ 出した論文に自信がもてれば,英文にしてプログ
レスかジャーナルに投稿する｡ 一 私が大学学部を出た 1951年頃には,多くの研
究者は ｢物性論研究｣をそんな雑誌のように受け止めていたと思います｡毎号かなりの
投稿があり'当時の物性研究者の数から考えると, ｢物性論研究｣を利用する人の割合
は相当高かった - むしろ物性論研究者の機関誌であったとも云えるでしょう.
1953年には,国際理論物理学会が戦後日本での初の国際会議として華々しく開か
れましたが,この頃から多くの研究者,殊に固体論の研究者の目はますます海外に惹き
つけられた様に思います｡それは単なる知識の吸収源としてでなく, 自分の研究が海外
から認めてもらって国際的に活躍したい｡その場として海外を見るようになってきまし
た｡実際当時の欧米と日本との研究条件の差,特に経済的な差は絶大なものでした｡
｢物性論研究｣に載せて安心 してしまって英文にするのを怠けていると損をする｡
priorityを主張出来なかったり,′海外から認めてもらえなかったり, ideaを取 られ
たりするだろう｡＼それに国内での研究会は頻繁に開かれるようになり,同じ分野の研究
者間の討論,交流に事欠かないようになると,ますます研究者は直ちに英文雑誌に論文
を投稿するようになってきました｡
その結果,こうした主流的ムードからはみ出たような分野の論文が多く載るようにな
ってきました｡その頃は高分子物理など,ごく少数派で,その方面の研究発表に｢物研｣
が利用されたことを記憶 しています0-時はそんな投稿のため頁数が多くなり過ぎて,
編集部よりの注意があったこともありました｡しかし,それも風に吹かれて消えるロー
ソクがいっとき明るくなるようなもので,永宮研の編集の後を継がれた山本さん,富田
さんの御努力にも関らず,遂に ｢物性論研究｣は毎月出せるような投稿がなくなり,･自
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